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第１章  総  則 

 
（名 称） 
第 １ 条  この法人は公益社団法人 3.11 みらいサポートと称し、英語名で 3.11 Future Support 

Association（略称 311FS）と表記する。 
 
（事務所） 
第 ２ 条 この法人は、主たる事務所を宮城県石巻市に置く。 
 
（目 的） 
第 ３ 条 この法人は、東日本大震災などの災害による被害の支援、および地域の健全な発展に寄与す

ることを目的とする。 
 
（公益目的事業） 
第 ４ 条 この法人は、前条の公益目的を達成するため、次の事業を行う。 

（１） 災害による被害者の支援を目的とする事業 
 （２） 勤労意欲のある者への就労支援事業 
 （３） 災害の防止を目的とする事業 
 （４） 地域社会の健全な発展を目的とする事業 
 （５） 教育を通して豊かな人間性を涵養することを目的とする事業 
    （６） 前条の目的を達成するための旅行業 
 （７） その他前条の目的を達成するために必要な公益目的事業 

２ 前項の事業については、日本国内において行うものとする。 
   
（その他の事業） 
第 ５ 条 この法人は、公益目的事業の推進に資するため、必要に応じて法人を維持継続するための収

益事業を行う。 
 
（事業年度） 
第 ６ 条 この法人の事業年度は、毎年１０月１日に始まり、翌年９月３０日に終わる。 
  
（規 律） 
第 ７ 条 この法人は、社員総会が別に定める倫理規程の理念と規範に則り、事業を公正かつ適正に運

営し、第３条に掲げる公益目的の達成と社会的信用の維持・向上に努めるものとする。 
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第２章  会員 

 
（種 別） 
第 ８ 条 この法人の会員は、次の２種とし、正会員をもって一般社団法人及び一般財団法人に関する

法律（以下「法人法」という。）上の社員とする。 
（１） 正会員  この法人の目的に賛同して入会した個人又は団体 

 （２） 賛助会員 この法人の事業を賛助するため入会した個人又は団体  
       
（入 会） 
第 ９ 条 正会員又は賛助会員として入会しようとする者は、理事会が別に定める入会申込書により、

申し込みをし、その承認を得なければならない。 
２ 入会は、社員総会において定める会員資格規程（以下「会員資格規程」という。）に定める基

準により、理事会においてその可否を決定し、これを本人に通知するものとする。 
          
（入会金及び会費） 
第１０条 正会員は、この法人の活動に必要な経費に充てるため、会員資格規程に基づき入会金及び会

費（以下｢会費等｣という。）を支払わなければならない。 
２ 賛助会員は、会員資格規程において別に定めるところにより賛助会費を納入しなければなら

ない。 
３ 前２項の会費等及び賛助会費についてはその４分の１以上は公益目的事業のために、残余は

その他の事業及び管理費用のために充当するものとする。 
          
（会員の資格喪失） 
第１１条 会員が次の各号の一に該当する場合には、その資格を喪失する。 

（１） 退会したとき。 
 （２） 成年被後見人又は被保佐人になったとき。 
 （３） 死亡し、若しくは失踪宣告を受け、又は会員である団体が解散したとき。 
 （４） ３年間以上会費等及び賛助会費を滞納したとき。 
 （５） 除名されたとき。 
 （６） 総正会員の同意があったとき。 

２ 会員がその資格を喪失したときは、この法人に対する会員としての権利を失い、義務を免れ

る。ただし、未履行の義務は、これを免れることができない。 
３ この法人は、会員がその資格を喪失しても、既納の会費等、賛助会費及びその他の拠出金品

は、これを返還しない。 
          
（退 会） 
第１２条 正会員及び賛助会員は、理事会が別に定める退会届を提出して、任意に退会することができ

る。 
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（除 名） 
第１３条 会員が次の各号の一に該当する場合には、社員総会において、総正会員の半数以上であって、

総正会員の議決権の３分の２以上の議決に基づき、除名することができる。この場合、その

会員に対し、社員総会の１週間前までに、理由を付して除名する旨を通知し、社員総会にお

いて、決議の前に弁明の機会を与えなければならない。 
（１） この定款その他の規則に違反したとき。 

 （２） この法人の名誉を傷つけ、又は目的に反する行為をしたとき。 
 （３） その他除名すべき正当な事由があるとき。 

２ 前項により除名が決議されたときは、その会員に対し、その旨を通知するものとする。 
          
          

第３章  社員総会 

 
（構 成） 
第１４条 社員総会は、全ての正会員をもって構成する。 
          
（議決権） 
第１５条 社員総会における議決権は、正会員１名につき１個とする。 
          
（権限） 
第１６条 社員総会は、次の事項を決議する。  

（１） 役員の選任及び解任 
 （２） 役員の報酬等の額の決定又はその規程 
 （３） 定款の変更 
 （４） 各事業年度の事業報告及び決算の承認 
 （５） 入会の基準並びに会費等及び賛助会費の金額 
 （６） 会員の除名 
 （７） 長期借入金並びに重要な財産の処分又は譲受け 
 （８） 解散、公益目的取得財産残額の贈与及び残余財産の処分 
 （９） 合併、事業の全部若しくは一部の譲渡又は公益目的事業の全部の廃止 

（１０） 前各号に定めるもののほか、法人法に規定する事項及びこの定款に定める事項 
２ 前項にかかわらず、個々の社員総会においては、第１８条第３項の書面に記載した社員総会

の目的である事項以外の事項は、決議することができない。ただし、法人法第５５条第１項

若しくは第２項に規定する選任については、この限りではない。 
 

（種類及び開催） 
第１７条 この法人の社員総会は、定時社員総会及び臨時社員総会の２種とする。 

２ 定時社員総会は、毎年１回、毎事業年度終了後３ヶ月以内に開催する。 
３ 臨時社員総会は、次の各号の一に該当する場合に開催する。 
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（１） 理事会において開催の決議がなされたとき。 
（２） 議決権の１０分の１以上を有する正会員から、会議の目的である事項及び招集の理由を

記載した書面により、招集の請求が理事にあったとき。 
          
（招 集） 
第１８条 社員総会は、法令に別段の定めがある場合を除き、理事会の決議に基づき、代表理事が招集

する。ただし、すべての正会員の同意がある場合には、その招集手続を省略することができ

る。 
２ 代表理事は、第１７条第３項第２号の規定による請求があったときは、その日から６週間以

内の日を社員総会の日とする臨時社員総会の招集の通知を発しなければならない。 
３ 社員総会を招集するときは、会議の日時、場所、目的である事項等を記載した書面をもって、

または電磁的方法により、開催日の１週間前までに通知を発しなければならない。ただし、

社員総会に出席しない正会員が書面によって、または電磁的方法により、議決権を行使する

ことができることとするときは、２週間前までに通知を発しなければならない。 
          
（議 長） 
第１９条 社員総会の議長は、代表理事がこれに当たる。 
          
（定足数） 
第２０条 社員総会は、総正会員の過半数の出席がなければ開催することができない。 
          
（決 議） 
第２１条 社員総会の決議は、法人法第４９条第２項に規定する事項及びこの定款に特に規定するもの

を除き、総正会員の過半数が出席し、出席した正会員の過半数をもって決し、可否同数のと

きは、議長の裁決するところによる。 
２ 前項前段の場合において、議長は正会員として決議に加わることはできない。 

          
（書面議決等） 
第２２条 社員総会に出席できない正会員は、予め通知された事項について書面をもって又は電磁的な

方法により議決し、又は他の正会員を代理人として議決権の行使を委任することができる。 
２ 前項の場合における前２条の規定の適用については、その正会員は出席したものとみなす。 
３ 理事又は正会員が、社員総会の目的である事項について提案した場合において、その提案に

ついて、正会員の全員が書面又は電磁的記録により同意の意思表示をしたときは、その提案

を可決する旨の社員総会の決議があったものとみなす。 
 
（報告の省略） 
第２３条 理事が正会員の全員に対し、社員総会に報告すべき事項を通知した場合において、その事項

を社員総会に報告することを要しないことについて、正会員の全員が書面又は電磁的記録に

より同意の意思表示をしたときは、その事項の社員総会への報告があったものとみなす。 
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（議事録） 
第２４条 社員総会の議事については、法令で定めるところにより議事録を作成しなければならない。 
          
          

第４章  役員及び理事会 

第１節 役員等 

 
（種類及び定数） 
第２５条 この法人に、次の役員を置く。 

 （１） 理事 ３名以上１５名以内 
 （２） 監事 １名以上３名以内 

２ 理事のうち、１名を代表理事とし、２名以内を法人法第９１条第１項第２号に規定する業務

執行理事とすることができる。 
          
（選任等） 
第２６条 理事及び監事は社員総会の決議によって選任する。理事は、正会員の中から選任することと

する。 
２ 代表理事及び業務執行理事は、理事会において理事の中から選定する。 
３ 理事会は、その決議によって、前項で選定された業務執行理事より副代表理事、専務理事を

選定することができる。ただし、副代表理事は２名以内、専務理事は１名以内とする。 
４ 監事は、この法人の理事又は使用人を兼ねることができない。 
５ 理事のうち、理事のいずれか１名とその配偶者又は三親等内の親族その他法令で定める特別

の関係にある者の合計数は、理事総数の３分の１を超えてはならない。監事についても、同

様とする。 
６ 他の同一の団体の理事又は使用人である者その他これに準ずる相互に密接な関係にあるも

のとして法令で定める者である理事の合計数は、理事の総数の３分の１を超えてはならない。

監事についても、同様とする。 
７ 理事又は監事に異動があったときは、２週間以内に登記し、登記事項証明書等を添え、遅滞

なくその旨を行政庁に届け出なければならない。 
 
（理事の職務･権限） 
第２７条 理事は、理事会を構成し、法令及びこの定款に定めるところにより、職務を執行する。 

２ 代表理事は、この法人を代表し、その業務を執行する。 
３ 副代表理事は、代表理事を補佐し、この法人の業務を執行する。また、代表理事に事故があ

るとき又は代表理事が欠けたときは、理事会が予め決定した順序によって、その業務執行に

係る職務を代行する。 
４ 専務理事は、代表理事及び副代表理事を補佐し、この法人の業務を執行する。また、代表理

事及び副代表理事に事故があるとき、又は代表理事及び副代表理事が欠けたときは、代表理
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事の業務執行に係る職務を代行する。 
５ 代表理事、副代表理事、専務理事及びそれ以外の業務を分担執行する理事の権限は、理事会

が別に定める職務権限規程による。 
６ 代表理事、副代表理事、専務理事及び前項の業務を執行する理事は、毎事業年度毎に４ヶ月

を超える間隔で２回以上、自己の職務の執行の状況を理事会に報告しなければならない。 
７ 理事が次に掲げる取引をしようとする場合は、その取引について重要な事実を開示し、理事

会の承認を得なければならない。 
 （１） 自己又は第三者のためにするこの法人の事業の部類に属する取引 
 （２） 自己又は第三者のためにするこの法人との取引 

（３） この法人がその理事の債務を保証することその他理事以外の者との間におけるこの法

人とその理事との利益が相反する取引 
８ 前項の取引をした理事は、その取引の重要な事実を遅滞なく、理事会に報告しなければなら

ない。 
９ 前２項の取扱いについては、第４２条に定める理事会運営規則によるものとする。 

          
（監事の職務･権限） 
第２８条 監事は、次に掲げる職務を行う。 
 （１） 理事の職務執行の状況を監査し、法令で定めるところにより、監査報告を作成すること。 

（２） この法人の業務及び財産の状況を調査すること並びに各事業年度に係る計算書類及び

事業報告等を監査すること。 
 （３） 社員総会及び理事会に出席し、必要あると認めるときは意見を述べること。 

（４） 理事が不正の行為をし、若しくはその行為をするおそれがあると認めるとき、又は法令

若しくは定款に違反する事実若しくは著しく不当な事実があると認めるときは、これを

社員総会及び理事会に報告すること。 
（５） 前号の報告をするため必要があるときは、代表理事に理事会の招集を請求すること。た

だし、その請求があった日から５日以内に、その請求があった日から２週間以内の日を

理事会の日とする招集通知が発せられない場合は、直接理事会を招集すること。 
（６） 理事が社員総会に提出しようとする議案、書類その他法令で定めるものを調査し、法令

若しくは定款に違反し、又は著しく不当な事項があると認めるときは、その調査の結果

を社員総会に報告すること。 
（７） 理事がこの法人の目的の範囲外の行為その他法令若しくは定款に違反する行為をし、又

はその行為をするおそれがある場合において、その行為によってこの法人に著しい損害

が生ずるおそれがあるときは、その理事に対し、その行為をやめることを請求すること。 
 （８） その他監事に認められた法令上の権限を行使すること。 
          
（任 期） 
第２９条 理事の任期は、選任後２年以内に終了する事業年度のうち、最終のものに関する定時社員総

会の終結の時までとし、再任を妨げない。 
２ 監事の任期は、選任後４年以内に終了する事業年度のうち最終のものに関する定時社員総会

の終結の時までとする。 
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３ 補欠として選任された役員の任期は、前任者の任期の満了する時までとする。 
４ 理事又は監事は、第２５条第１項で定める定数に足りなくなるときは、任期満了又は辞任に

より退任した後も、新たに選任された者が就任するまで、なお理事又は監事としての権利義

務を有する。 
          
（解 任） 
第３０条 理事又は監事は、社員総会の決議によって、解任することができる。ただし、監事を解任す

る場合は、総正会員の半数以上であって、総正会員の議決権の３分の２以上の議決に基づい

て行わなければならない。 
          
（報酬等） 
第３１条 役員には、その職務執行の対価として報酬を支給することができる。 

２ 役員には、その職務を行うために要する費用の支払いをすることができる。 
３ 前２項に関し必要な事項は、社員総会の決議により別に定める役員報酬規程による。 

          
（責任の免除又は限定） 
第３２条 この法人は、役員の法人法第１１１条第１項の賠償責任について、法令に定める要件に該当

する場合には、理事会の決議によって、賠償責任額から法令に定める最低責任限度額を控除

して得た額を限度として、免除することができる。 
２ この法人は、外部役員等との間で、前項の賠償責任について、法令に定める要件に該当する

場合には賠償責任を限定する契約を、理事会の決議によって、締結することができる。ただ

し、その契約に基づく賠償責任の限度額は、金１０万円以上で予め定めた額と法令の定める

最低責任限度額とのいずれか高い額とする。 
          
（顧 問） 
第３３条 この法人に顧問を５名以内で置くことができる。 

２ 顧問は、学識経験者のうちから、理事会において任期を定めたうえで選任する。 
３ 顧問は、原則として無報酬とする。ただし、その職務を行うために要する費用の支払いをす

ることができる。 
４ 顧問は、代表理事の諮問に応え、代表理事と専務理事に対し、意見を述べることができる。 
 
 

第２節 理事会 

 
（設 置） 
第３４条 この法人に理事会を置く。 

２ 理事会は、すべての理事をもって構成する。 
          
（権 限） 
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第３５条 理事会は、この定款に別に定めるもののほか、次の職務を行う。 
 （１） 社員総会の日時及び場所並びに目的である事項の決定 
 （２） 規則の制定、変更及び廃止 
 （３） 前各号に定めるもののほかこの法人の業務執行の決定 
 （４） 理事の職務の執行の監督 
 （５） 代表理事及び業務執行理事の選定及び解職 

２ 理事会は次に掲げる事項その他の重要な業務執行の決定を、理事に委任することができない。 
 （１） 重要な財産の処分及び譲受け 
 （２） 多額の借財 
 （３） 重要な使用人の選任及び解任 
 （４） 従たる事務所その他重要な組織の設置、変更及び廃止 

（５） 内部管理体制（理事の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制

その他この法人の業務の適正を確保するために必要な法令で定める体制をいう。）の整

備 
 （６） 第３２条第１項の責任の免除及び同条第２項の責任限定契約の締結 
          
（種類及び開催） 
第３６条 理事会は、通常理事会及び臨時理事会の２種とする。 

２ 通常理事会は、毎事業年度４回開催する。 
３ 臨時理事会は、次の各号の一に該当する場合に開催する。 

 （１） 代表理事が必要と認めたとき。 
（２） 代表理事以外の理事から会議の目的である事項を記載した書面をもって代表理事に招

集の請求があったとき。 
（３） 前号の請求があった日から５日以内に、その請求があった日から２週間以内の日を理事

会の日とする理事会の招集の通知が発せられない場合に、その請求をした理事が招集し

たとき。 
（４） 第２８条第１項第５号の規定により、監事から代表理事に招集の請求があったとき、又

は監事が招集したとき。 
（招 集） 
第３７条 理事会は、代表理事が招集する。ただし、前条第３項第３号により理事が招集する場合及び

前第３項第４号後段により監事が招集する場合を除く。 
 

２ 前条第３項第３号による場合は、理事が、前条第３項第４号後段による場合は、監事が理事

会を招集する。 
３ 代表理事は、前条第３項第２号又は第４号前段に該当する場合は、その請求があった日から

５日以内に、その請求があった日から２週間以内の日を理事会の日とする臨時理事会を招集

しなければならない。 
４ 理事会を招集するときは、会議の日時、場所、目的である事項を記載した書面をもって、開

催日の１週間前までに、各理事及び各監事に対して通知しなければならない。 
５ 前項の規定にかかわらず、理事及び監事の全員の同意があるときは、招集の手続を経ること
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なく理事会を開催することができる。 
          
（議 長） 
第３８条 理事会の議長は、代表理事がこれに当たる。 
          
（定足数） 
第３９条 理事会は、理事の過半数の出席（テレビ会議等による参加を含む）がなければ会議を開くこ

とができない。 
          
（決 議） 
第４０条 理事会の決議は、この定款に別段の定めがあるもののほか、議決に加わることができる理事

の過半数が出席（テレビ会議等による参加を含む）し、その過半数をもって行い、可否同数

のときは議長の裁決するところによる。 
２ 前項前段の場合において、議長は、理事会の決議に、理事として議決に加わることはできな

い。 
３ 理事が、理事会の決議の目的である事項について提案した場合において、その提案について、

議決に加わることのできる理事の全員が書面又は電磁的記録により同意の意思表示をした

ときは、その提案を可決する旨の理事会の決議があったものとみなすものとする。ただし、

監事が異議を述べたときは、その限りではない。 
４ 理事又は監事が理事及び監事の全員に対し、理事会に報告すべき事項を通知したときは、そ

の事項を理事会に報告することを要しない。 
５ 前項の規定は、法人法第９１条第２項の規定による報告には適用しない。 

          
（議事録） 
第４１条 理事会の議事については、法令で定めるところにより議事録を作成する。 

２ 出席した代表理事及び監事は、これに記名押印しなければならない。 
３  当該場所に存しない理事、監事がテレビ会議等で理事会に出席をした場合には、テレビ会議

システムを用いて理事会を開催した旨の記述を議事録に残すものとする。 
          
（理事会運営規則） 
第４２条 理事会の運営に関し必要な事項は、法令又はこの定款に定めるもののほか、理事会において

定める理事会運営規則による。 
          
          

第５章  財産及び会計 

 
（財産の管理･運用） 
第４３条 この法人の財産の管理･運用は、代表理事が行うものとし、その方法は、理事会の決議により

別に定める財産管理運用規程によるものとする。 
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２ 公益認定を受けた日以後に寄附を受けた財産又はその他の財産については、その４分の１以

上を第４条の公益目的事業に使用するものとし、その取扱いについては、理事会の決議によ

り別に定める寄附金等取扱規程による。 
          
（事業計画及び収支予算） 
第４４条 この法人の事業計画書、収支予算書、資金調達及び設備投資の見込みを記載した書類につい

ては、毎事業年度の開始の日の前日までに代表理事が作成し、理事会の決議を経て、直近の

社員総会に報告するものとする。これを変更する場合も、同様とする。 
２ 前項の書類については、毎事業年度の開始の日の前日までに行政庁に提出しなければならな

い。 
          
（事業報告及び決算） 
第４５条 この法人の事業報告及び決算については、毎事業年度終了後、代表理事が次の書類を作成し、

監事の監査を受け、理事会の承認を経た上で、定時社員総会に提出し、第１号及び第２号の

書類については内容を報告し、第３号から第６号までの書類については承認を受けなければ

ならない。 
 （１） 事業報告 
 （２） 事業報告の附属明細書 
 （３） 貸借対照表 
 （４） 損益計算書（正味財産増減書計算書） 
 （５） 貸借対照表及び損益計算書（正味財産増減計算書）の附属明細書 
 （６） 財産目録 

２ 前項の書類のほか、次の書類を事務所に５年間備え置き、一般の閲覧に供するとともに、定

款及び社員名簿を備え置き、一般の閲覧に供するものとする。 
 （１） 監査報告 
 （２） 理事及び監事の名簿 
 （３） 理事及び監事の報酬等の支給の基準を記載した書類 

（４） 運営組織及び事業活動の状況の概要及びこれらに関する数値のうち重要なものを記載

した書類 
３ 前２項の書類（定款を除く。）については、毎事業年度の経過後３ヶ月以内に行政庁に提出し

なければならない。 
４ この法人は、第１項の定時社員総会の終結後直ちに、法令の定めるところにより、貸借対照

表を公告するものとする。 
５ この法人は、剰余金の分配は行わない。 

          
（長期借入金及び重要な財産の処分又は譲受け） 
第４６条 この法人が資金の借入をしようとするときは、その会計年度の収入をもって償還する短期借

入金を除き、社員総会において総正会員の半数以上であって、総正会員の議決権の３分の２

以上の議決を経なければならない。 
２ この法人が重要な財産の処分又は譲受けを行おうとするときも、前項と同じ議決を経なけれ
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ばならない。 
 
（会計原則等） 
第４７条 この法人の会計は、一般に公正妥当と認められる公益法人の会計の慣行に従うものとする。 

２ この法人の会計処理に関し必要な事項は、理事会の決議により別に定める経理規程によるも

のとする。 
３ 特定費用準備資金及び特定の資産の取得又は改良に充てるために保有する資金の取扱いに

ついては、理事会の決議により別に定める。 
 
          

第６章  定款の変更、合併及び解散等 

 
（定款の変更） 
第４８条 この定款は、社員総会において、総正会員の半数以上であって、総正会員の議決権の３分の

２以上の議決により変更することができる。 
２ 公益社団法人及び公益財団法人の認定等に関する法律（以下「認定法」という。）第１１条第

１項各号に掲げる事項に係る定款の変更をしようとするときは、その事項の変更につき、行

政庁の認定を受けなければならない。 
３ 前項以外の変更を行った場合は、遅滞なく行政庁に届け出なければならない。 

          
（合併等） 
第４９条 この法人は、社員総会において、総正会員の半数以上であって、総正会員の議決権の３分の

２以上の議決により、他の法人法上の法人との合併、事業の全部又は一部の譲渡及び公益目

的事業の全部の廃止をすることができる。 
２ 前項の行為をしようとするときは、予めその旨を行政庁に届け出なければならない。 

          
（解 散） 
第５０条 この法人は、社員総会における総会員の半数以上であって、総正会員の議決権の４分の３以

上の決議によるほか、法令で定められた事由によって解散する。 
         
  
（公益目的取得財産残額の贈与） 
第５１条 この法人が公益認定の取消しの処分を受けた場合又は合併により法人が消滅する場合（その

権利義務を承継する法人が公益法人であるときを除く。）には、社員総会の決議を経て、公益

目的取得財産残額に相当する額の財産を、当該公益認定の取消しの日又は当該合併の日から

１ヶ月以内に、認定法第５条第１７号に掲げる法人又は国若しくは地方公共団体に贈与する

ものとする。 
          
（残余財産の処分） 
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第５２条 この法人が清算する場合において有する残余財産は、社員総会の決議を経て、認定法第５条

第１７号に掲げる法人又は国若しくは地方公共団体に贈与するものとする。 
          
            

第７章  委員会 

 
（委員会） 
第５３条 この法人の事業を推進するために必要あるときは、理事会はその決議により、委員会を設置

することができる。 
２ 委員会の委員は、会員及び学識経験者のうちから、理事会が選任する。 
３ 委員会の任務、構成及び運営に関し必要な事項は、理事会の決議により別に定める。 
４ 委員会の委員は、原則として無報酬とする。 

          
          

第８章  事務局 

 
（設置等） 
第５４条 この法人の事務を処理するため、事務局を設置する。 

２ 事務局には、事務局長及び所要の職員を置く。 
３ 事務局長及び重要な職員は、代表理事が理事会の承認を得て任免する。 
４ 事務局の組織及び運営に関し必要な事項は、代表理事が理事会の決議により、別に定める。 

          
（備付け帳簿及び書類） 
第５５条 事務所には、常に次に掲げる帳簿及び書類を備えておかなければならない。 
 （１） 定款 
 （２） 会員名簿及び会員の異動に関する書類 
 （３） 理事及び監事の名簿 
 （４） 認定、許可、認可等及び登記に関する書類 
 （５） 理事会及び社員総会の議事に関する書類 
 （６） 財産目録 
 （７） 役員報酬規程 
 （８） 事業計画書及び収支予算書 
 （９） 事業報告書及び計算書類 

（１０） 監査報告書 
（１１） その他法令で定める帳簿及び書類 
２ 前項各号の帳簿及び書類等の閲覧については、法令の定めによるほか、第５６条第２項に定

める情報公開規程によるものとする。 
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第９章  情報公開及び個人情報の保護 

 
（情報公開） 
第５６条 この法人は、公正で開かれた活動を推進するため、その活動状況、運営内容、財務資料等を

積極的に公開するものとする。 
２ 情報公開に関する必要な事項は、理事会の決議により別に定める情報公開規程による。 

          
（個人情報の保護） 
第５７条 この法人は、業務上知り得た個人情報の保護に万全を期すものとする。 

２ 個人情報の保護に関する必要な事項は、理事会の決議により別に定める。 
          
（公告） 
第５８条 この法人の公告は、官報に掲載する方法による。 
 

第１０章  雑則 

 
（委任） 
第５９条 この定款に定めるもののほか、この法人の運営に必要な事項は、理事会の決議により別に定

める。 
 
（設立時社員） 
第６０条  当法人の設立時社員は、次のとおりである。 

設 立 時 社 員  伊藤 秀樹 
設 立 時 社 員  窪木 好文 
設 立 時 社 員  熊谷 陸 
設 立 時 社 員  大丸 英則 
設 立 時 社 員  中川 政治 
設 立 時 社 員  松永 有一 
 

附  則 
１ この定款は、認定法第４条の規定に基づく認定を受けた日から施行する。 
２ 認定法第４条の規定に基づく認定を受けたときは、第６条の規定にかかわらず、認定を受け

た日の前日を事業年度の末日とし、認定を受けた日を事業年度の開始日とする。 
３  変更後の定款は、平成 31 年 4 月 1 日から施行する。 
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決   算   報   告   書
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至  1  年   9  月  30  日

公益社団法人 3.11みらいサポート

代表理事  鈴木 典行



10043300 公益社団法人3.11みらいサポート
（様式１－１）

（単位：円）

Ⅰ 資産の部
  １．流動資産
          現金預金 7,826,496 14,671,285 -6,844,789
          未収入金 15,566,423 9,176,505 6,389,918
          商品 298,571 446,927 -148,356
          立替金 58,296 900 57,396
          前払費用 203,500 140,400 63,100
        流動資産合計 23,953,286 24,436,017 -482,731
  ２．固定資産
    (1) 基本財産
        基本財産合計 0 0 0
    (2) 特定資産
          震災伝承準備資金 2,223,952 1,000,000 1,223,952
          寄付者指定資金（311MN基金） 20,501,750 6,302,192 14,199,558
        特定資産合計 22,725,702 7,302,192 15,423,510
    (3) その他固定資産
          建物 7,806,169 9,615,386 -1,809,217
          車両運搬具 2 4 -2
          什器備品 2 61,101 -61,099
          敷金 54,000 0 54,000
          保証金 3,000,000 3,000,000 0
          ソフトウェア 748,296 984,600 -236,304
        その他の固定資産合計 11,608,469 13,661,091 -2,052,622
        固定資産合計 34,334,171 20,963,283 13,370,888
        資産合計 58,287,457 45,399,300 12,888,157

Ⅱ 負債の部
  １．流動負債
          未払金 2,667,200 3,378,698 -711,498
          未払法人税等 92,800 72,000 20,800
          未払消費税等 660,600 799,000 -138,400
          前受金 0 10,000 -10,000
          預り金 78,236 77,198 1,038
        流動負債合計 3,498,836 4,336,896 -838,060
  ２．固定負債
        固定負債合計 0 0 0
        負債合計 3,498,836 4,336,896 -838,060
Ⅲ 正味財産の部
  １．指定正味財産
          受取事業助成金 15,541,367 7,353,337 8,188,030
          受取寄付金 2,170,518 1,132,094 1,038,424
          寄付者指定資金（311MN基金） 10,501,750 6,302,192 4,199,558
        指定正味財産合計 28,213,635 14,787,623 13,426,012
  ２．一般正味財産
        一般正味財産 26,574,986 26,274,781 300,205
        正味財産合計 54,788,621 41,062,404 13,726,217
        負債及び正味財産合計 58,287,457 45,399,300 12,888,157

貸借対照表

令和 1 年 9 月 30 日 現在

科  目 当   年   度 前   年   度 増        減
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１．基本財産及び特定資産の明細

基本財産及び特定資産の明細は、財務諸表の注記に記載している。

附属明細書
平成30年10月 1日から令和1年 9月30日まで









10043300 公益社団法人3.11みらいサポート
（様式２－１）

（単位：円）

Ⅰ 一般正味財産増減の部
  １．経常増減の部
    (1) 経常収益
        受取会費 260,000 200,000 60,000
          受取会費 260,000 200,000 60,000
      受取寄付金 1,068,415 2,007,462 -939,047
          受取寄付金 878,516 1,815,556 -937,040
          受取寄付金振替額 189,899 191,906 -2,007
        事業収益 24,118,910 24,565,056 -446,146
          役務収益 5,196,015 4,467,043 728,972
          物販収益 200,000 204,173 -4,173
          請負事業（行政） 14,411,775 13,252,400 1,159,375
          請負事業（民間） 4,311,120 6,641,440 -2,330,320
        受取補助金等 24,016,235 17,474,312 6,541,923
          受取補助金振替（行政） 13,725,153 11,487,854 2,237,299
          受取助成金振替（民間） 10,291,082 5,986,458 4,304,624
        雑収益 314,792 525,664 -210,872
          受取利息 187 125 62
          雑収益 314,605 525,539 -210,934
      経常収益計 49,778,352 44,772,494 5,005,858

    (2) 経常費用
        事業費 49,082,180 44,060,254 5,021,926
          給料手当 23,276,319 20,903,569 2,372,750
          法定福利費 2,797,256 2,708,402 88,854
          福利厚生費 2,818 26,907 -24,089
          募集教育費 56,260 74,200 -17,940
          外注費 1,760,825 611,384 1,149,441
          寄付金 370,000 0 370,000
          委託費 450,000 0 450,000
          旅費交通費 4,094,918 2,562,520 1,532,398
          通信運搬費 967,805 1,685,809 -718,004
          減価償却費 2,722,220 2,067,238 654,982
          消耗品費 1,117,449 3,963,403 -2,845,954
          印刷製本費 401,993 405,734 -3,741
          新聞図書費 90,460 84,708 5,752
          燃料費 550,394 629,064 -78,670
          光熱水料費 877,512 867,397 10,115
          地代家賃 1,981,800 1,685,124 296,676
          保守料 288,576 279,720 8,856
          保険料 482,260 507,900 -25,640
          諸謝金 1,617,252 1,118,872 498,380
          租税公課 1,579,200 1,390,300 188,900
          支払手数料 135,851 55,298 80,553
          諸会費 61,794 56,250 5,544
          支払報酬 292,248 324,000 -31,752
          車両関連費 391,269 97,701 293,568
          売上原価 148,356 235,532 -87,176
          リース料 876,415 1,347,348 -470,933
          広報費 1,425,600 0 1,425,600
          雑費 265,330 371,874 -106,544
        管理費 410,965 351,711 59,254
          広報費 72,978 72,978 0
          通信運搬費 3,363 1,196 2,167

正味財産増減計算書

平成 30 年 10 月 1 日 から 令和 1 年 9 月 30 日 まで

科  目 当   年   度 前   年   度 増        減



          租税公課 15,500 7,300 8,200
          消耗品費 12,200 1,137 11,063
          慶弔費 15,000 5,000 10,000
          支払手数料 324 4,900 -4,576
          支払報酬 291,600 259,200 32,400
      経常費用計 49,493,145 44,411,965 5,081,180
        評価損益調整前経常増減額 285,207 360,529 -75,322
        評価損益等計 0 0 0
        当期経常増減額 285,207 360,529 -75,322

  ２．経常外増減の部
    (1) 経常外収益
          固定資産売却益 14,999 0 14,999
      経常外収益計 14,999 0 14,999
    (2) 経常外費用
          固定資産除却損 1 1 0
      経常外費用計 1 1 0
        当期経常外増減額 14,998 -1 14,999
        当期一般正味財産増減額 300,205 360,528 -60,323
        一般正味財産増減額 300,205 360,528 -60,323
        一般正味財産期首残高 26,274,781 25,914,253 360,528
        一般正味財産期末残高 26,574,986 26,274,781 300,205

Ⅱ 指定正味財産増減の部
        受取補助金等 32,204,265 15,891,102 16,313,163
          受取助成金 32,204,265 15,891,102 16,313,163
        受取寄付金 1,228,323 10,000 1,218,323
          受取寄付金 1,228,323 10,000 1,218,323
      寄付者指定資金 4,199,558 6,302,192 -2,102,634
          3.11ﾒﾓﾘｱﾙﾈｯﾄﾜｰｸ基金 4,199,558 6,302,192 -2,102,634
        一般正味財産への振替額 24,206,134 17,666,218 6,539,916
          当期指定正味財産増減額 13,426,012 4,537,076 8,888,936
          指定正味財産期首残高 14,787,623 10,250,547 4,537,076
          指定正味財産期末残高 28,213,635 14,787,623 13,426,012

Ⅲ 正味財産期末残高
        正味財産期末残高 54 788 621 41 062 404 13 726 217






